
平成２８年度 平成２８年度の予定 平成28年度の
進捗

主な実績等 課題等 主な実績等に伴う事業名等 平成２８年度実績額
（単位：千円）

平成２９年度 平成２９年度の予定 平成２９年度に実施予定の事業名等 平成２９年度当初予算額
（単位：千円）

平成３０年度（予定） 平成３1年度（予定）

実施
総務部
人事課

拡充

　子ども未来部創設に伴い設置した「子ども
相談センター　おひさま」の周知に努めると
ともに、寄せられた相談内容等から市民ニー
ズを整理する。

B

保健師、家庭児童相談員、臨床心理士等を配
置した「子ども相談センター　おひさま」を
開設し、周知を図った。その中で児童虐待通
告等に基づく調査や支援を行うとともに、子
育て相談への助言、子育て支援サービスに関
する情報提供に加え、母子健康手帳の交付を
行った。また、調査研究グループを設置し、
子どもに関する新施策を展開するための研
究・検討を行った。
子ども相談センター「おひさま」の相談件数
等
【児童虐待対応件数：115件】
【要保護児童等の継続対応件数：164世帯
319件】
【平成28年度子育て総合相談窓口相談件数：
3,458件】
【母子保健手帳交付件数：279件】

妊娠期からの切れ目ない支援を目指し、庁内
関係機関との更なる連携強化をするための流
れの確立が必要である。

－ 15,911 推進

従来の子育て支援施策を着実に
実行するとともに、子育て世帯
のニーズを把握する中で、新規
事業を展開し安心して子育てが
できる環境の整備に努める。

― ― 推進 推進
子ども未来部
子ども支援課

2
（１）
「こども最優先のまち」を創る

すこやか子育て医療費助成の拡充

これまで子どもの医療費の保険診療に係る自
己負担分の助成については、小学校6年生ま
でを対象としてきたが、平成28年1月から中
学校3年生まで拡大し、子育て家庭の医療費
負担の軽減を図る。

推進

　医療費の抑制を図るため市民に対して、周
知を徹底していく。

B

平成２８年1月から助成対象年齢を中学３年
生まで拡大し、子育て家庭の医療費負担の軽
減を図り、平成２８年度においても事業を継
続した。

医療費の窓口無料に伴う、コンビニ受診、頻
会受診等を抑制するため、適正な医療助成の
利用を喚起する。

3-2-1
すこやか子育て医療費助成事業費

724,257 推進

平成２９年度においても０歳か
ら中学校修了時までの小児を対
象に子育て家庭の医療費負担の
軽減を図るため、医療費助成を
継続する。

3-2-1
すこやか子育て医療費助成事業費

811,477 推進 推進
子ども未来部
子ども支援課

3
（１）
「こども最優先のまち」を創る

放課後児童クラブの拡充

　これまで小学校3年生までを対象としてい
た放課後児童クラブ（注1）の受入れを、平成
27年度より段階的に拡大（注2）し、放課後も
児童が安心して活動できる環境を確保する。

（注1）児童が帰宅しても仕事や病気などで保護者が家
庭にいない小学3年生までの児童を対象に、放課後一時
的に児童の世話をし、児童の健全な生活と豊かな心の
育成を図る。
（注2）予定
　　 ○平成27年度までに小学校4年生まで受入れ。
　　 ○平成28年度までに小学校5年生まで受入れ。
     ○平成29年度までに小学校6年生まで受入れ。

拡充

　本年度は小学5年生の受入れを行う。

B

幼稚園や保育園等の既存社会資源を活用する
なかで民間委託の放課後児童クラブを拡充
し、小学5年生の受入れを行った。
　
・平成28年度実績(平成29年3月1日時点)
【児童クラブ設置クラブ数】
　45クラブ(直営30・民間15)
【児童クラブ登録児童数】
　1,445人(小学4年生60名・5年生29名)

平成29年度から小学6年生を受入れるにあた
り、各クラブの登録児童の状況を把握すると
ともに、高学年児童においては、民間委託の
放課後児童クラブの活用を推進する。

3-2-2
放課後児童クラブ運営事業

182,863 拡充

本年度は小学6年生の受入れを行
う。

3-2-2
放課後児童クラブ運営事業

213,020 推進 推進
子ども未来部
子ども保育課

4
（１）
「こども最優先のまち」を創る

放課後子供教室の計画的な整備

すべての就学児童が放課後などを安全・安心
に過ごし、さまざまな体験活動を行うことが
できるよう、放課後児童クラブと一体的な整
備を計画的に進める。

拡充

　子ども未来部と協議を進め連携をとりなが
ら、平成28年度に2校目の一体型を実施して
いく。

B

新紺屋小学校区と併せて、国母小学校区にお
いて、放課後児童クラブ参加型（一体型）事
業を実施した。

放課後児童クラブ参加型（一体型）への移行
に当たり、放課後児童クラブとの調整が困難
な状況である。

10-7-1
放課後子供教室推進事業

10,459 拡充

石田小学校区及び甲運小学校区
において、甲府モデルによる放
課後子供教室を開設していく。

10-7-1
放課後子供教室推進事業

14,744 拡充 拡充
教育部

生涯学習文化課

5
（１）
「こども最優先のまち」を創る

サポートティーチャーの拡充

　各種教育支援活動を拡大することにより、
きめ細かな教育を充実させ、児童生徒の健全
育成と学力の向上などを図る。

実施

　引き続き、児童生徒に対するきめ細かな支
援体制の充実を図る。

・日本語指導員　9名
・特別支援教育支援員　33名
・教育支援ボランティア2,100回
　（小）1,700回
　（中）　400回

A

市内大学との連携強化を進め、教育支援ボラ
ンティアの安定的な確保策の構築に努めた。
平成２８年度は、教員OBなどの地域ボラン
ティアを200名(学生168名、地域ボランティ
ア32名)登録し、各校へ2,499回派遣するな
ど、前年度を大きく上回った。

多くのボランティアを確保・派遣できた一方
で予算が不足し、流用で対応した。

10-2-2
サポートティーチャー事業（小）
10-3-2
サポートティーチャー事業（中）

53,635（小）
400（中） 拡充

引き続き、児童生徒に対するき
め細かな支援体制の充実を図
る。

・日本語指導員　9名
・特別支援教育支援員　35名
・教育支援ボランティア2,390回
　（小）1,985回
　（中）　405回

10-2-2
サポートティーチャー事業（小）
10-3-2
サポートティーチャー事業（中）

45,788（小）
21,501（中） 拡充 拡充

教育部
学校教育課

6
（１）
「こども最優先のまち」を創る

少人数学習の推進

　小学校3年生への進級時には、学習内容が
抽象化され内容的にも増加する。また、小学
校1・2年生時の30人学級から35人学級に編成
が変わることから、臨時教職員を加え、学級
内を少人数集団に分けて授業を行うことによ
り、これまで以上に丁寧で細かな指導を実践
する。

試行

　引き続き、同校、同児童で検証を続けてい
く予定である。

B

指定校(羽黒小・善誘館小)との情報共有と効
果検証に努めてきた結果、子どもの学習意欲
の向上や学習内容の理解促進が成果として認
められている。

なし

10-2-2
教育指導費（小）

5,491 試行

千塚小と貢川小を配置校とし、
検証をしていく予定である。

10-2-2
教育指導費（小）

5,741 試行 試行
教育部

学校教育課

7
（１）
「こども最優先のまち」を創る

学校内外の危機管理体制の整備

　いじめや不登校、暴力行為、体罰、登下校
中の不審者などをはじめ、子どもたちを取り
巻く環境が厳しさと危険を増す中、子どもた
ちの生命を最優先に考え、子どもたちが安
全・安心な学校生活を送ることができるよ
う、学校内外における危機管理体制の整備を
図る。

実施

　関係機関との連携を一層密にする中で、学
校現場での危機管理体制を強化していく。
　
　※　指導主事1名、スクールソーシャル
ワーカー1名、スクールサポーター1名を新規
に配置した。 B

生徒指導担当の指導主事、スクールサポー
ター、スクールソーシャルワーカー等が密に
連携し、様々な問題に対して、学校への指
導・助言や個別事案における児童生徒及び保
護者への対応を行った。

なし

10-3-2
学校危機管理体制整備事業費

12,989 推進

引き続き、関係機関との連携を
一層密にする中で、学校現場で
の危機管理体制を強化してい
く。

10-3-2
学校危機管理体制整備事業費

13,184 推進 推進
教育部

学校教育課

8
（１）
「こども最優先のまち」を創る

遊亀公園や附属動物園の整備

　遊亀公園附属動物園が平成31年に開園100
周年を迎えるにあたり、子どもの思い遣る心
を育むとともに、子育て世代が安らぎと憩い
を感じられるような「こども公園」の要素も
付加した市民に愛される公園を整備する。

準備

　引き続き地域住民に計画案の説明を行う中
で、パブリックコメントを実施し、計画を策
定する。また、整備に関わる事業手法につい
ても併せて検討していく。

C

・隣接する自治会の住民を対象とする説明会
を開催し、動物園・公園の規模や施設の配置
方針など説明した。
・動物に関わる調査研究機関である学校法人
帝京科学大学と遊亀公園付属動物園における
教育普及活動及び研究活動について、連携協
定を締結した。
・具体的な建物の配置やゾーニングを検討す
る上で、敷地の形状、面積、高低差、地質の
構成や地盤の特性、地下水位を把握するた
め、測量・ボーリング調査（地盤調査）を実
施した。
・環境教育の充実を図るため、希少種である
ユキヒョウを導入した。

・住民説明会では「都市型動物園の課題」な
ど、様々なご意見やご要望をいただいた。し
かしながら、「こども最優先のまち」創りの
実現においては「子育て世代」の意見をいた
だく機会が無かった。

8-3-6
・遊亀公園測量業務委託
・遊亀公園・附属動物園地質調査業務
委託

3,267
・遊亀公園測量業務委

託
・遊亀公園・附属動物
園地質調査業務委託

準備

・展示手法や動物管理などの具
体的な事項を検討するととも
に、子育て世代を中心とした
ワークショップを開催し、意見
を取り入れた整備計画（原案）
を作成する。
・内閣府の「民間資金等活用事
業調査費補助事業」を活用し、
持続可能な運営体制の構築に向
けPFI等の事業手法について調
査・検討する。

8-3-6
・甲府市遊亀公園・附属動物園整備計
画（原案）作成業務
・甲府市遊亀公園・附属動物園整備に
おける民間資金等活用事業調査業務
（繰越事業）

13,493
・甲府市遊亀公園・附属動
物園整備計画（原案）作成

業務
19,548（繰越分）

・甲府市遊亀公園・附属動
物園整備における民間資金
等活用事業調査業務（繰越

事業）

実施 実施
建設部

公園緑地課

こうふ未来創り重点戦略プロジェクト施策・事業に係る進捗状況等一覧

NO. 基本政策 施策・事業等の名称
※➢は、関連する施策・事業

概要

平成28年度の取り組み状況 今後の予定

所管部・課

1
（１）
「こども最優先のまち」を創る

「子育て支援部（仮称）」の創設

子育てに関する事業や相談窓口体制を充実
し、子どもを産み育てる良好な環境の整備を
図るため、子育て施策に特化して取り組む
「子育て支援部（仮称）」を創設する。


